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か
ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
死
者
数（
３

月
18
日
現
在
）
は
、
東
京
都
の
８
６
７

人
に
対
し
、
大
阪
府
で
は
１
３
８
５
人
。

東
京
都
の
人
口
が
約
１
４
０
０
万
人
、

大
阪
府
の
人
口
が
約
８
８
０
万
人
で
あ

り
、
人
口
当
た
り
で
換
算
す
る
と
、
大

阪
で
は
東
京
の
２
・
５
倍
以
上
の
死
者

数
が
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に

「
医
療
崩
壊
」
そ
の
も
の
だ
。

そ
れ
だ
け
多
く
の
死
者
が
出
て
い
な

が
ら
、関
西
メ
デ
ィ
ア
は
連
日
連
夜
、吉

村
知
事
と
大
阪
維
新
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
て
お
り
、

「
吉
村
・
維
新
」
人
気
の
上
昇
は
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

今
年
の
元
旦
に
は
、
維
新
の
創
設
者

で
あ
る
橋
下
徹
・
元
大
阪
府
知
事
、
大

阪
維
新
の
会
代
表
の
松
井
一
郎
・
大
阪

市
長
、
そ
し
て
吉
村
知
事
の
三
者
が
出

演
し
、
延
々
と
大
阪
維
新
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
偏
向
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。
批
判
を

受
け
た
毎
日
放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

系
列
）
は
「
政
治
的
公
平
性
」
が
欠
如

し
て
い
た
と
の
内
部
調
査
結
果
を
公
表

し
、
謝
罪
し
た
。
大
阪
で
は
現
在
も
な

お
多
く
の
府
民
が
適
切
な
医
療
も
受
け

ら
れ
ず
、
自
宅
待
機
で
バ
タ
バ
タ
死
ん

で
い
る
な
か
で
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
、

大
阪
市
と
「
包
括
連
携
協
定
」
を
結
ん

だ
吉
本
興
業
の
芸
人
が
、
大
阪
維
新
を

こ
れ
で
も
か
と
誉
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
を
笑
え
ま
い
。

病
院
を
守
っ
て
も
票
に
な
ら
な
い

注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
選
挙
に

お
け
る
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
医
療
崩
壊
や

弱
者
切
り
捨
て
、
高
齢
者
軽
視
な
ど
の

政
策
が
、
令
和
の
時
代
に
は
あ
ま
り
投

票
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
く
な
っ
た

こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
は
、
年
金
を
下
げ

れ
ば
高
齢
者
の
票
が
減
り
、
医
療
費
を

下
げ
れ
ば
、
子
ど
も
の
保
健
福
祉
に
関

心
を
持
つ
主
婦
層
の
支
持
離
れ
を
招
い

た
。
公
立
病
院
の
開
院
時
間
を
減
ら
す

だ
け
で
、
そ
の
首
長
の
支
持
率
は
ぐ
っ

と
下
が
っ
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
維
新
は
医
療
や
公
立
病
院

と
い
っ
た
「
聖
域
」
を
バ
サ
バ
サ
と
斬

り
続
け
て
い
る
が
、
支
持
率
は
下
が
る

ど
こ
ろ
か
上
昇
の
一
途
を
た
ど
る
。「
福

祉
を
削
減
し
、
医
療
を
低
下
さ
せ
て
も

支
持
率
は
下
が
ら
な
い
」
と
い
う
新
た

な
金
字
塔
を
つ
く
り
上
げ
た
の
が
、
ほ

か
な
ら
ぬ
大
阪
維
新
だ
。

本
来
、
社
会
保
障
の
低
減
の
歯
止
め

役
と
な
る
べ
き
革
新
系
野
党
も
、
関
西

で
の
維
新
ブ
ー
ム
の
前
に
な
す
す
べ
が

な
い
。定
数
88
の
大
阪
府
議
会
で
は
、民

主
・
共
産
系
の
議
員
は
４
人
、
定
数
83

の
大
阪
市
議
会
で
も
、
民
主
・
共
産
系

の
議
員
は
６
人
し
か
い
な
い
。

地
方
議
会
に
は
「
交
渉
会
派
」
と
い

う
概
念
が
あ
り
、
一
定
数
（
多
く
は
５

人
）
に
届
か
な
い
会
派
は
、
本
会
議
で

首
長
に
対
す
る
代
表
質
疑
す
ら
で
き
な

い
が
、
そ
の
交
渉
会
派
に
す
ら
な
れ
な

い
規
模
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
。

そ
の
大
阪
市
議
会
で
は
、
自
民
党
系

市
議
３
人
が
自
民
会
派
を
抜
け
、
維
新

与
党
に
協
力
的
な
ス
タ
ン
ス
の
新
会
派

を
立
ち
上
げ
る
分
裂
騒
動
が
、
21
年
５

「
勝
利
の
灯
火
の
な
か
で
、
掲
げ
よ
う

ロ
シ
ア
の
旗
印
を
！
」

３
月
18
日
、
ロ
シ
ア
の
首
都
モ
ス
ク

ワ
で
開
か
れ
た
集
会
で
、
10
万
人
あ
ま

り
の
支
持
者
か
ら
称
賛
と
喝
采
を
浴
び

る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
姿
を
見
て
、
私

は
大
阪
府
の
吉
村
洋
文
知
事
を
思
い
起

こ
し
た
。

言
わ
ず
も
が
な
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵

略
戦
争
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
土

が
燃
え
、
多
く
の
罪
も
な
い
人
々
の
命

が
奪
わ
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
側
に
も

多
く
の
死
傷
者
が
出
て
い
る
。
為
政
者

の
失
態
で
、
同
胞
の
多
く
が
死
ん
で
い

る
の
に
、
未
だ
ロ
シ
ア
国
民
の
大
半
は

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
支
持
し
て
や
ま
な

い
。
ロ
シ
ア
の
国
内
メ
デ
ィ
ア
も
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
こ
そ
ロ
シ
ア
の
栄
光
を

築
い
た
類
稀
な
る
指
導
者
で
あ
る
と
、日

夜
喧
伝
し
続
け
て
い
る
。

大
阪
府
で
は
、
今
年
初
め
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第
６
波
で
、

東
京
に
比
べ
倍
以
上
の
死
者
が
出
た
こ

と
が
話
題
と
な
っ
た
。
22
年
に
入
っ
て

月
に
起
こ
っ
た
。
大
阪
都
構
想
の
み
な

ら
ず
、
公
立
病
院
の
整
理
縮
小
や
、
カ

ジ
ノ
計
画
な
ど
に
も
一
部
賛
同
す
る
。

住
吉
市
民
病
院
（
住
之
江
区
）
の
整
理

縮
小
に
猛
反
発
し
た
民
主
・
共
産
連
合

が
、
21
年
の
衆
院
選
で
全
敗
し
た
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
、「
病
院
を
守
っ
て
も

大
阪
で
は
票
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
教

訓
が
骨
身
に
染
み
た
の
だ
ろ
う
。

維
新
イ
ズ
ム
は
兵
庫
に
も
飛
び
火
し

た
。
同
じ
く
21
年
３
月
、
自
民
党
兵
庫

県
議
団
は
、大
阪
府
の
財
政
課
長
で
、吉

村
知
事
の
腹
心
と
し
て
維
新
の
全
面
支

援
を
受
け
る
斎
藤
元
彦
氏
を
、
兵
庫
県

知
事
の
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
か
否
か

で
分
裂
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
府
内
各

地
で
多
く
の
死
者
が
出
る
な
か
、
連
日

連
夜
、
足
し
げ
く
応
援
に
駆
け
付
け
た

吉
村
氏
が
兵
庫
に
も
維
新
旋
風
を
巻
き

起
こ
し
、
投
票
日
、
投
票
終
了
の
午
後

８
時
ち
ょ
う
ど
に
当
確
が
出
る
圧
倒
的

な
勝
利
を
収
め
た
。
維
新
系
の
知
事
が

兵
庫
県
に
も
誕
生
し
た
わ
け
だ
。

松
井
氏
か
ら
「
彼
は
維
新
そ
の
も
の
」

と
絶
賛
さ
れ
た
斎
藤
知
事
は
、
知
事
選

の
公
約
に
掲
げ
た「
重
症
病
床
の
倍
増
」

を
、
就
任
１
ヵ
月
足
ら
ず
で
撤
回
。「
県

政
改
革
方
針
」
と
し
て
巨
額
の
歳
出
カ

ッ
ト
を
断
行
す
る
か
た
わ
ら
、「
新
県
政

推
進
枠
」
と
し
て
８
億
円
の
大
阪
万
博

関
連
経
費
を
計
上
。
こ
の
８
億
円
は
事

実
上
「
大
阪
維
新
へ
の
上
納
金
」
で
あ

る
が
、
維
新
会
派
の
み
な
ら
ず
、
斎
藤

支
持
派
の
自
民
会
派
も
諸
手
を
挙
げ
て

賛
同
。
知
事
選
で
斎
藤
氏
に
反
発
し
て

い
た
自
民
グ
ル
ー
プ
も
、
少
し
ず
つ
知

事
派
に
寝
返
り
つ
つ
あ
り
、
い
ま
や
大

阪
維
新
の
「
出
先
機
関
」
と
化
し
た
兵

庫
県
庁
内
で
、
斎
藤
知
事
に
抵
抗
す
る

声
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

維
新
の
標
的
と
な
っ
た
医
師
会

支
持
率
を
上
げ
、
ブ
ー
ム
を
起
こ
す

の
に
必
要
な
の
は
敵
役
だ
。
思
え
ば
社

会
保
障
費
削
減
の
先
鞭
と
な
っ
た
小
泉

純
一
郎
政
権
で
は
、
小
泉
首
相
が
厚
労

族
議
員
や
平
成
研
究
会
な
ど
を
「
抵
抗

勢
力
」
と
断
罪
し
、
同
じ
党
の
議
員
で

あ
り
な
が
ら
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
る「
小

泉
劇
場
」
を
演
じ
た
。
国
民
は
自
分
達

の
老
後
の
安
全
や
、
健
康
福
祉
の
拡
充

が
後
回
し
さ
れ
る
こ
と
を
、
あ
た
か
も

崇
高
な
使
命
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
族
議
員
を
エ

ゴ
イ
ス
ト
の
輩
と
し
て
嫌
悪
し
た
。

弱
体
化
し
た
厚
労
族
で
は
令
和
の
敵

役
に
不
十
分
。
だ
か
ら
維
新
の
敵
役
と

し
て
選
別
さ
れ
た
の
は
医
師
会
だ
っ
た
。

橋
下
氏
は
大
阪
市
長
時
代
、
医
師
会
を

「
戦
後
60
年
70
年
ず
っ
と
補
助
金
を
も

ら
い
続
け
て
き
た
特
権
的
な
立
場
に
あ

る
人
た
ち
」
と
蔑
み
、「
既
得
権
を
打
ち

壊
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
明
け
渡
し
た

い
」
と
何
度
も
訴
え
か
け
た
。
そ
の
姿

は
医
師
免
許
制
度
を
既
得
権
と
し
て
敵

視
し
、
医
療
の
水
準
・
良
し
悪
し
す
ら

市
場
原
理
に
委
ね
よ
と
主
張
し
た
ミ
ル

ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
を
彷
彿
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
維
新
イ
ズ
ム
の
下
、
大
阪

府
・
市
か
ら
の
補
助
金
全
廃
を
受
け
、18

年
に
府
医
師
会
は
看
護
専
門
学
校
の
閉

校
を
決
断
。
大
阪
で
突
出
し
た
コ
ロ
ナ

禍
の
惨
事
を
招
い
た
看
護
師
不
足
は
、

こ
の
時
か
ら
端
緒
が
築
か
れ
て
い
た
。

維
新
勢
力
が
上
京
し
、
東
京
で
も
維

新
ブ
ー
ム
が
席
巻
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

医
療
界
を
「
抵
抗
勢
力
」
と
し
て
叩
き
、

医
療
費
を
徹
底
的
に
削
減
す
る
手
法
は

国
政
レ
ベ
ル
に
も
反
映
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
理
論
武
装
を
支
援
す
る
の
が
、「
フ

リ
ー
ド
マ
ン
の
尻
尾
」
と
も
渾
名
さ
れ
、

「
維
新
八
策
」
の
策
定
に
も
関
わ
り
、
大

阪
府
・
市
か
ら
巨
額
の
委
託
事
業
を
受

け
て
急
成
長
し
た
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
を

率
い
る
竹
中
平
蔵
氏
だ
。

岸
田
文
雄
首
相
は
、
安
倍
晋
三
・
菅

義
偉
両
政
権
の
宿し

ゅ
く
あ痾

を
引
き
継
ぐ
竹
中

氏
を
敬
遠
し
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
を

提
唱
し
た
が
、
結
局
竹
中
氏
を
政
府
か

ら
排
除
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
そ
れ

は
、
内
閣
の
意
思
決
定
に
、
維
新
の
ブ

レ
ー
ン
が
今
後
も
関
与
し
続
け
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

福
祉
の
党
で
鳴
ら
し
た
公
明
党
も
、

維
新
に
追
従
す
る
「
下
駄
の
雪
」
だ
。

「
常
勝
関
西
」を
標
榜
す
る
創
価
学
会
の

メ
ン
ツ
に
か
け
、
大
阪
で
議
席
を
減
ら

す
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

私
の
予
想
で
は
、
早
け
れ
ば
今
後
５

年
以
内
に
、
維
新
が
国
政
与
党
に
入
り
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
解
体
が
始
ま
る
。

診
療
報
酬
改
定
の
回
数
に
す
れ
ば
３
回

足
ら
ず
。
大
阪
の
医
療
崩
壊
が
、
全
国

に
広
が
る
の
は
目
前
だ
。

医師免許制度を敵視したミルトン・フリードマン氏

「
医
療
崩
壊
」で
支
持
率
上
げ
た
大
阪
維
新

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
覆
い
隠
す
医
療
費
削
減 

神
戸
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